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24年度一次電気電子問題略解

計算問題中心
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大容量変圧器に関する正誤問題
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瞬時復号可能な符号の選択
時間符号に対応するスペクトルの選択
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水力、火力発電所の比較の穴埋め
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Ⅳ-1④

に等しい」内部にある電荷の総和垂直成分の和は、その

く電束の空間の表面から出て行積分形の意味は、「閉

積分形では、

微分形では、

は含まれるガウスの法則マクスウエルの法則に
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電界は、から、

ガウスの法則から、

は、下の電束密度

の上の平板を考える。平板面積

を表面に持つ左図のような電荷
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図のように平板の向に移動し、
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法則磁界に関するガウスの

している磁束は発散がなく連続

法則電界に関するガウスの

しい電束は内部電荷量に等

変位電流アンペールの法則

内部電流磁界の周回積分

電磁誘導の法則

分に等しい起電力は交差磁束の微
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Ⅳ-4④

の原理で求める。

離して重ね合わせ
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なので、これを結ぶと

点が同電位右図では、

左図では、
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圧源を取除く時は、

その部分を開き、電

電流源を取除く時は

せの原理で求める。
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Ⅳ-6②

電流分布は変らない。

から、結んでも対称点の電圧は等しい

利用する。上下対称であることを
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した時の値として、は開放電圧源は短絡、電流源

取り去り、た内部抵抗は、電源をまず、出力端子から見
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Ⅳ-8 ④
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Ⅳ-9 ②

ラプラス変換して

から、

る。投入後は次式が成立すとすると、

から流れ出る電流をの電荷を
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Ⅳ-11 ③

Ⅳ-10 ④

である。の式は、④
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Ⅳ-15 ②
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Ⅳ-18 ①

制御角=0の点、（左図のA,B,C,・・・）から
60度遅れて転流するとき重なり角を無視
すれば図の黒太線のようになる。
太線部分を抜き出すと下図になる。
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。となる時の時間となる

・・・のが最終値下図から

であり時定数は最終値は

と置くと、

と書けるから単位ステップ関数は、
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を埋めた部分になる。であるから、下図の

示してみる。をカルノーマップに表の否定
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Ⅳ-25⑤
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Ⅳ-26①
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Ⅳ-28③

Ⅳ-29 ④
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TCPはコネクション型のプロトコルである。

Ⅳ-30 ③
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Ⅳ-33 ⑤

Ⅳ-35 ①

Ⅳ-34 ④
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pMOSは否定
nMOSは肯定
並列はOR
直列はAND
とみなして論理式
を組み立てる。

Ⅳ-33⑤ 次ページ
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Ⅳ-33⑤
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CMOS回路を作るには、F(X,Y,Z)の否定
を作り、pMOS回路については、ANDを
並列、ORを直列として接続する。
nMOS回路については、ANDを直列、OR
を並列として接続してつくる。
左図で、F(X,Y,Z)より上は、pMOS回路な
ので、この論理回路は、
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